
年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

近世社会の形成
近世社会の展開
近世社会の成熟と幕藩体制の動揺
・教材
教科書「山川 高校日本史」
資料集「第一学習社　日本史図
表」
・一人１台端末の活用　等

１

学

期

8

中世の日本と世界
【知識・技能】
中世の日本と世界の展開に関わる
諸事象について，地理的条件や世
界の歴史と関連付けながら総合的
に捉えて理解する。
【思考・判断・表現】
中世の日本と世界の展開に関わる
事象の意味や意義，伝統と文化の
特色などを，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着
目して，概念などを活用して多面
的・多角的に考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
中世の日本と世界の展開に関わる
諸事象について，よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追究
しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

原始・古代の日本と東アジア
【知識・技能】
原始・古代の社会について多様な
観点から適切に理解する。
【思考・判断・表現】
古代社会の成立の背景について適
切に表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
原始・古代の重要性を理解し、積
極的に活用しようとする。

先史社会の生活と文化
律令国家の形成と古代文化の展
開
摂関政治と貴族文化
 ・教材
教科書「山川 高校日本史」
資料集「第一学習社　日本史図
表」
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
古代社会について人々の生活や政治・経済な
どの様々な観点から適切に理解できている。
【思考・判断・表現】
古代末期の社会の混乱に着目し、古代から中
世への時代の転換の背景について考察するこ
とができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
東アジア世界と古代日本の文化についてその
概要について，粘り強く自らまとめようとし
ている。単元の学習を適切に振り返り，学習
改善しようとしている。

○

態
配当
時数

知

○

○ ○

【知識・技能】
近世社会についてその成立・特徴についてそ
の概要を理解できている。
【思考・判断・表現】
近世の学問や文化が社会に与えた影響に着目
し、現代社会の諸問題との関係について深く
考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
江戸幕府の成立が社会に与えた影響について
考察を深め、関連する現代的問題について興
味関心を持って学ぶ姿勢を身につけることが
できている。

思

○ ○

近世の日本と世界
【知識・技能】
近世の日本と世界の展開に関わる
諸事象について，地理的条件や世
界の歴史と関連付けながら総合的
に捉えて理解する。
【思考・判断・表現】
近世の日本と世界の展開に関わる
事象の意味や意義，伝統と文化の
特色などを，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着
目して，概念などを活用して多面
的・多角的に考察する力や，考察
したことを効果的に説明したり，
それらを基に議論したりする力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
近世の日本と世界の展開に関わる
諸事象について，よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追究
しようとする態度を養う。

○

○ 6

定期考査 ○

中世社会の成立
中世社会の展開
武家支配の広がりと国際交流
・教材
教科書「山川 高校日本史」
資料集「第一学習社　日本史図
表」
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
中世社会について政治・文化・外交などの多
様な視点から理解できている。
【思考・判断・表現】
中世文化の広がりに着目し、現代における諸
問題との関連について考察することができて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
中世の外交関係について積極的に理解しよう
とする態度が身についている

○

○

6

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解しているとともに，調査や諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 日本史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地
理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的に
とらえて理解しているとともに、諸資料から我が
国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意
義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらをもとに
議論したりする力を養う。
。

山川出版社　高校日本史

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したり，考察，構想したことを効果的に説明したり，それら
を基に議論したりしている。
地理や歴史に関わる諸事象について，国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に課題を主
体的に解決しようとしている。

日本史探究

【 知　識　及　び　技　能 】

地理歴史 日本史探究 2



単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 態
配当
時数

知 思

３

学

期

２
学

期

国民国家と資本主義の成立
【知識・技能】
第一次世界大戦後の国際的な協調
体制における日本の立場や対外政
策の変化、ヴェルサイユ体制から
ワシントン体制に至る経過や中
国・朝鮮における民族運動の高揚
に着目し、国内で様々な社会運動
が起こった背景と政党政治の成立
について理解している。
【思考・判断・表現】
議会が戦争を支持する一方で反戦
論が存在したこと、戦争が国民と
しての自覚や意識の高まりをもた
らしたことなどについて、大戦中
の日本の動向を踏まえ、国際的な
反戦意識や国際的な民族運動の高
揚について多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自由民権運動の展開について、そ
の過程を考察したうえで、日本に
おける立憲政治の導入がもたらし
た課題を主体的に追究しようとし
ている。

日清日露戦争と国際関係
第一次世界大戦と日本
ワシントン体制
・教材　教科書「山川 高校日本
史」・資料集「第一学習社　日本
史図表」

定期考査

１
学

期

近代社会の幕開け
【知識・技能】
対外関係の変容と開国，幕藩体制
の崩壊と新政権の成立などを基
に，諸資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調べま
とめ，近世から近代への時代の転
換を理解している。
【思考・判断・表現】
対外関係の変容と開国，幕藩体制
の崩壊と新政権の成立などを基
に，諸資料から歴史に
関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめ，近世から近代へ
の時代の転換を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
近現代の地域・日本と世界に関わ
る諸事象について，見通しをもっ
て学習に取り組み，課題を追究し
ようとしている。

開国と開港
明治維新
立憲政治の成立
・教材
教科書「山川 高校日本史」
資料集「第一学習社　日本史図
表」

○ 6

第二次世界大戦と日本
【知識及び技能】
恐慌と国際関係，軍部の台頭と対
外政策，戦時体制の強化と第二次
世界大戦の展開などを基に，諸資
料から様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめ，第二次世界大戦
に至る過程及び大戦中の政治・社
会，国民生活の変容を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
国際社会やアジア近隣諸国との関
係，政治・経済体制の変化，戦争
の推移と国民生活への影響などに
着目して，主題を設定し，第二次
世界大戦と日本の動向の関わりに
ついて，事象の意味や意義，関係
性などを多面的・多角的に考察
し，歴史に関わる諸事象の解釈や
歴史の画期などを根拠を示して表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
連合国による日本占領の終結と、
その後の日米関係の継続につい
て、様々な国の立場から意欲的に
追究しようとしている。

恐慌の時代
軍部の台頭
第二次世界大戦
・教材　教科書「山川 高校日本
史」・資料集「第一学習社　日本
史図表」

【知識及び技能】
戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺
について、国内・国外の経済状況と対策に着
目して理解することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の対外政策の推移について、世界情勢や
軍部の政治的進出に着目して、政党内閣の崩
壊や国際的孤立の過程について考察すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
連合国による日本占領の終結と、その後の日
米関係の継続について、様々な国の立場から
意欲的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 10

【知識・技能】
第一次世界大戦後の国際的な協調体制におけ
る日本の立場や対外政策の変化、ヴェルサイ
ユ体制からワシントン体制に至る経過や中
国・朝鮮における民族運動の高揚に着目し、
国内で様々な社会運動が起こった背景と政党
政治の成立について理解している。
【思考・判断・表現】
議会が戦争を支持する一方で反戦論が存在し
たこと、戦争が国民としての自覚や意識の高
まりをもたらしたことなどについて、大戦中
の日本の動向を踏まえ、国際的な反戦意識や
国際的な民族運動の高揚について多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自由民権運動の展開について、その過程を考
察したうえで、日本における立憲政治の導入
がもたらした課題を主体的に追究しようとし
ている。

○ ○

合計

56

国際社会への復帰と高度経済成
長
【知識・技能】
平和条約と独立の回復，高度経済
成長などを基に，諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べま
とめ，我が国の再出発後の政治・
経済や対外関係を理解している。
【思考・判断・表現】
冷戦の影響，国民の生活や地域社
会の変化などに着目して，主題を
設定し，戦後政治の展開，日本経
済の発展について，事象の意味や
意義，関係性などを多面的・多角
的に考察し，歴史に関わる諸事象
の解釈や歴史の画期などを根拠を
示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
55年体制・高度経済成長・冷戦の
終結と日本社会の変容について見
通しをもって学習に取り組もうと
している。

占領と改革
冷戦の開始と講和
55年体制
経済復興から高度成長へ
経済大国への道
冷戦の終結と日本社会の変容
・教材　教科書「山川 高校日本
史」・資料集「第一学習社　日本
史図表」

【知識・技能】
冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況に
ついて、日本の政治・外交・経済・生活文化
面を踏まえて理解することができる。
【思考・判断・表現】
独立後の日本国内政治について、衆議院を保
守・革新の二大勢力が占める55年体制の成立
から安定した保守政権となるまでの経過を考
察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
55年体制・高度経済成長・冷戦の終結と日本
社会の変容について課題意識を高め、学習に
意欲的に取り組んでいる。

○

10

○ ○

○ ○ ○

○ ○

10

【知識・技能】
対外関係の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新
政権の成立などを基に，諸資料から歴史に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
め，近世から近代への時代の転換を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
対外関係の変容と開国，幕藩体制の崩壊と新
政権の成立などを基に，諸資料から歴史に
関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめ，近世から近代への時代の転換を理解し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
近現代の地域・日本と世界に関わる諸事象に
ついて，見通しをもって学習に取り組み，課
題を追究しようとしている。


